
2024 年度第３回理事会議事録 

 

日 時 2024 年 6 月７日(金) 14：00～17：30  

会 場 ㈱ジェイテクト 東京ジェイテクトビル 会議室 および オンライン会議 

出席者  山内会長，他理事 26 名および監事 3 名の出席 

 

Web 会議システムにより，出席者の音声確認にて会議に入った．  

山内会長の挨拶に続き，議事に入った． 

 

議 事１ 前回理事会議事録確認の件 

2024 年度第２回理事会議事録を承認した． 

 

議 事２  業務執行状況報告の件 

 第１回業務執行委員会議事録に基づいて，業務執行状況が報告され了承した． 

議 事３ 各部会委員会報告の件 

 １．事業部会 

1) 学術交流委員会関連 

・茨城講演会（8/30（金）茨城大学工学部）の共催および分担金 3 万円を承認した． 

以下の報告があり了承した． 

1) 研究協力委員会関連 

①専門委員会・分科会研究レビュー特集（90 巻 10 号）の執筆依頼済みの報告があった． 

2) 事業企画委員会関連 

①講習会開催報告 

・第 436 回講習会「ものづくりにおける生成 AI の活用」，オンデマンド方式，参加 64 名 

②講習会準備状況：・第 437 回講習会， 第 438 回講習会 

③「第 12 回 学生のための精密工学先端技術講演会」10/19（土），埼玉大学にて開催予定 

・講演企業の申込受付中（締切：6/28（金）） 

・企業参加費：賛助会員 12 万円，非賛助会員 15 万円 （技術交流会費含む） 

④ハイブリッド講習会機材を購入（35 万円）予定 

3) 学術交流委員会関連 

① 2024 年度春季大会学術講演会（東京大学）について 

・ベストオーガナイザー賞は，3 セッションが決定．賞状を発送し，ウェブサイトで公表する． 

ベストプレゼンテーション賞は，43 名，アドバンスト・ベストプレゼンテーション賞じは，6 名が受賞． 

賞状の発送し，ウェブサイトで公表する． 

・収支報告書にて収益を説明した．大会参加費の値上げなどにより，収入増となった． 

・大会後記を精密工学会誌 90 巻 7 号に掲載予定 

② 2024 年度秋季大会学術講演会（岡山大学）の準備状況の報告があった． 

③ 2025 年度春季大会学術講演会（千葉工業大学）は 3/17（月）～19（水）に開催予定． 

④ 2025 年度春季大会以降は、2025 年度秋季：京都大学，2026 年度春季：埼玉大学の予定 

4) 国際交流委員会関連 

①ICPE2024（2024 年 10/23～27＠東北大学)の準備状況を報告した． 

・講演原稿締切・5/26（日）（申込は 458 件）・企業展示/プログラムブック広告を募集中（締切：8/30（金）） 

②euspen President's Dinner に，山内会長と大阪大学 山村先生が出席 

③PRESM2024（7/7（日）～12（金），釜山，本会は Co-organizer）として開催 

 ・keynote Speaker として，2 名を推薦した． 

③ ASPEN2025 は台湾（台北市内会議場），2027 年は中国（西安交通大学）にて開催予定 

5） アフィリエイト委員会関連 

・今期の総メンバーは 43 名．4～5 回の委員会，見学会，研究発表会等のイベントを開催する予定 
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２．出版部会 

以下の報告があり了承した． 

1) 出版部会全体

① 2024 年 4 月号から始まった投稿論文の図の表紙デザインは，現在 4～8 月号まで決定．

② 2024 年度精密工学会誌インパクト賞の説明と受賞 10 件の審査結果を報告した．

2) 会誌編集委員会

① 2024 年 7 月号～2025 年 6 月号の会誌特集タイトル(仮を含む)を決定した．

② 「はじめての精密工学」書籍の 2024/1～2024/3 の著作権使用料（学会入金額）の報告があった．

③ 「名刺スタイル紹介」は，10 月号掲載分を現在募集中～8/15（木）締切．

④ 魅力的な学会・学会誌を検討中，特集記事の委員への負担軽減を引き続き議論していく．

⑤ 次回会誌編集委員会は 9 月下旬に開催する予定． 2025 年新年号の WG は 6 月上旬に開催する．

3) 校閲委員会

① 投稿論文を増やすため，現在 12 月号で行っている専門委員会特集号を他の号でも行うように

専門委員会に呼びかける．国際会議についても同様の呼びかけを行う予定．

② 新しい特急校閲制度は最初の投稿論文は 14 日以内に査読結果を返した．

③ 投稿論文は，審議により，論文 2 編の採択を承認した．

④ 特急校閲は 2017 年 4 月開始以降の 119 編の報告を行った．

⑤ 次回校閲委員会を 6 月末に開催予定

３．広報・情報部会 

以下の報告があり了承した． 

1) レンタルサーバの切り替えについて

・本会サーバを使用している支部・専門委員会等のサイト移行作業は，支部 1 件のみが未完了．

・CPI サーバとの契約は 2025 年 4 月末まで．

2) ホームページのメンテナンスについて，トップページの項目等の追加を行った.

3) 精密工学基礎講座について，執筆・公開状況（3 件）を報告した．

4) Web 用語集「Precipedia」は，再構築を進めている．2024 年度の早い時期に新サイトを公開したい．

5) 英語ホームページの改良状況を報告した．

6) 賛助会員企業紹介記事の作成状況を報告した．

7) 学生向け情報について

・ [Web] インターンシップ・採用関連広告（無料）の申込状況（5 月 29 日現在）：6 件を報告した．

・無料掲載後にアンケートを実施し，フィードバックをまとめる．

8) SNS・メールマガジンについて，メールマガジンは，毎月 5 日と 25 日に配信中

・6 月 14 日に学生向けメルマガを配信予定

４．財務委員会 

2023 年度支出の会員 HP サイトリニューアル費（2,534,950 円）が今年度支払いにずれたことを了承した． 

1) 2024 年度第１四半期決算報告（本部会計・2 月～４月分）があり，了承した．

議 事４ 理事会 WG の設置と構成について，提案どおり承認した． 

WG1「賛助会員増強」，WG2「正会員増強」，WG3「学会の魅力強化・拡充」 

・WG メーリングリストと共通アドレスを連絡した．WG は通常，理事会前の約 50 分間で開催予定

・「学会プロパー英文誌」の検討は，出版部会を主体（閻主査）として活動を行うこととした．

・「財政改善等の全体の課題対応」は，業務執行委員会で行うこととした．

議 事５ 2024 年度支部役員および支部事業計画の件 

各支部の理事より各支部役員および支部事業計画の説明があり，了承した． 

九州支部からの理事派遣(山内会長)を承認した． 

議 事６ ICPE2026 準備委員会設置の件 
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 提案どおり承認した．  

議 事７ その他 

1） 表彰・助成推薦・共催の件 

・工作機械技術振興賞は論文賞 1 編，奨励賞 1 編の受賞の報告があった． 

・文部科学大臣表彰科学技術賞及び若手科学者賞候補者推薦依頼は， 学会 HP で公開することとした． 

2） 会員状況報告の件 

６月期の状況 

入会／退会 正会員：8／8 学生会員：4/1 学生 Web：41／2 賛助：2/0 

前年同月比 正会員：▲46 学生会員：+29 学生 Web：＋241 賛助：＋2 

3) その他 

・半導体製造技術関連シンポジウムの件（日本半導体製造装置協会） 

 開催の趣旨およびプログラム概要の説明があった 

・学生と企業との懇親：リアルタイムアンケートについて 

 槌谷前事業部会長（オブザーバ）より前年度末の検討事項である学生からの企業へのフィードバック強化を

推進するリアルタイムアンケートの説明があった．事業部会，事業企画委員会へ引き継ぐこととした． 

以上 
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